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高校の先生を対象に２０１０年４月開設予定

の新学部・新学科と、入試制度の変更点な

どを説明する「専修大学説明会」が５月２２

日に神田キャンパスで、同２９日に生田キャ

ンパスで行われ、約３００人の参加があった。

【
１
】
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
・
全

国
入
学
試
験
が
変
わ
り
ま
す
。

①
全
国
入
学
試
験
を
文
学

部
（
＊
１
）
と
人
間
科
学
部
（
＊

２
）
の
全
学
科
で
も
実
施
し

ま
す
。
全
国
入
学
試
験
は
、

ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
入
学
試
験
同

様
、一
部
全
学
部
・
全
学
科
で

の
実
施
と
な
り
ま
す
。

②
宇
都
宮
会
場
（
宇
都
宮

東
武
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
デ
）
、

高
崎
会
場
（
エ
テ
ル
ナ
高

崎
）
、
静
岡
会
場
（
グ
ラ
ン

シ
ッ
プ
）
が
新
た
に
加
わ

り
、
全
国
１６
会
場
で
の
実
施

と
な
り
ま
す
。

③
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
入
学
試

験
の
選
考
方
法
は
、
筆
記
試

験（
英
語
・
国
語
・
選
択
科
目
）

の
合
計
点
に
基
準
点
を
設

け
、
志
望
理
由
書
を
参
考
と

し
て
合
格
者
を
決
定
し
ま

す
。

【
２
】
全
学
部
統
一
入
学
試

験
を
人
間
科
学
部
心
理
学
科

で
も
実
施
し
ま
す
。

人
間
科
学
部
（
＊
２
）
心
理

学
科
で
も
実
施
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
全
学
部
統
一
入

学
試
験
は
、
文
学
部
を
除
く

全
学
部
で
の
実
施
に
な
り
ま

す
。

【
３
】
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

試
験
利
用
後
期
入
学
試
験
の

出
願
期
間
を
延
長
し
ま
す
。

出
願
締
切
日
を
３
月
１０
日

（
水
）
ま
で
と
し
ま
す
。
国

公
立
大
学
前
期
日
程
試
験
の

結
果
を
確
認
し
て
か
ら
の
出

願
が
可
能
に
な
り
、
よ
り
併

願
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

【
４
】
経
営
学
部
公
募
制
推

薦
入
学
試
験
の
推
薦
基
準
が

変
わ
り
ま
す
。

「
調
査
書
に
つ
い
て
の
基

準
」
の
う
ち
、
「
国
語
」
と

「
外
国
語
（
英
語
）
」
に
設

け
て
い
た
「
評
定
平
均
値
４

・
０
以
上
」
を
廃
止
し
、「
全

体
の
評
定
平
均
値
４
・
０
以

上
」
の
み
と
し
ま
す
。

【
５
】
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報

学
部
Ａ
Ｏ
入
試
の
選
考
方
法

が
変
わ
り
ま
す
。

第
２
次
選
考
で
作
文
（
６０

分
）
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
選
考
方
法
は
、
第

１
次
選
考
の
書
類
審
査
と
第

２
次
選
考
の
面
接
・
作
文
に

な
り
ま
す
。

【
６
】
二
部
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ

入
学
試
験
と
二
部
自
己
推
薦

入
学
試
験
の
併
願
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

二
部
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
入
学

試
験
と
、
二
部
自
己
推
薦
入

学
試
験
を
同
一
日
に
実
施
。

二
部
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
入
学
試

験
志
願
者
の
、
同
一
学
科
の

二
部
自
己
推
薦
入
学
試
験
へ

の
併
願
受
験
を
可
能
に
す
る

と
と
も
に
、
併
願
の
受
験
料

を
免
除
し
ま
す
。

創
立
８０
周
年
を
迎
え
た
専
修
大
学
附
属
高

等
学
校（
東
京
都
杉
並
区
・
鈴
木
高
弘
校
長
）

で
５
月
２０
日
、
記
念
式
典
・
祝
賀
会
が
開
か

れ
、
本
学
か
ら
も
日
髙
義
博
理
事
長
・
学
長

は
じ
め
多
く
の
教
学
役
員
、
法
人
役
員
が
出

席
し
た
。
同
校
体
育
館
に
約
２
０
０
人
の
関

係
者
が
招
か
れ
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

応
援
同
好
会
な
ど
の
生
徒
た
ち
が
、
日
ご
ろ

の
練
習
成
果
を
披
露
し
た
。

（
＊
１
）
２
０
１
０
年
４
月
再
編

予
定
（
＊
２
）
２
０
１
０
年
４
月

開
設
予
定
の
た
め
、
文
学
部
、
人

間
科
学
部
に
関
す
る
内
容
は
す
べ

て
予
定
で
す
。
詳
細
は
、
入
学
試

験
要
項
（
願
書
）
で
必
ず
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

今
年
９
月
に
創
立
１
３
０

年
を
迎
え
る
専
修
大
学
の
歴

史
や
建
学
の
理
念
を
学
ぶ
、

教
養
特
殊
講
義
「
専
修
大
学

の
歴
史
―
日
本
近
現
代
史
の

な
か
の
専
修
大
学
―
」
（
大

谷
正
法
学
部
教
授
、
全
１２
テ

ー
マ
）
が
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
始
ま
っ
た
。
先
人
た
ち
の

努
力
の
姿
な
ど
を
学
ぶ
こ
と

で
、
専
修
大
学
へ
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
学
生
に
持

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
狙
い
。

４
月
２３
日
の
第
１
回
は
、

日
髙
義
博
学
長
に
よ
る
「
建

学
の
精
神
と
大

学
の
未
来
」
。

学
生
ら
１
０
０

人
が
熱
心
に
聴

講
し
た
。

日
髙
学

長

は
、
１
８
８
０

（
明
治
１３
）
年

に
４
人
の
創
立
者
で
あ
る
相

馬
永
胤
、
田
尻
稲
次
郎
、
目

賀
田
種
太
郎
、
駒
井
重
格
が

「
法
律
学
と
経
済
学
を
日
本

語
で
組
織
的
に
教
え
る
」
専

修
学
校
（
専
修
大
学
の
前

身
）
と
し
て
ス
タ
ー
ト
さ

せ
、
近
代
日
本
の
高
等
教
育

さ
き
が
け

制
度
の
魁
と
な
っ
た
専
修
大

学
創
立
の
背
景
や
特
質
を
述

べ
た
。

「
創
立
期
の
建
学
の
精
神

で
あ
る
『
社
会
に
対
す
る
報

恩
奉
仕
』
は
現
在
、
２１
世
紀

ビ
ジ
ョ
ン
『
社
会
知
性
の
開

発
』
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ

た
。
社
会
知
性
と
は
『
社
会

の
な
か
に
あ
っ
て
社
会
に
役

立
つ
知
識
を
つ
く
っ
て
い

く
』
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

社
会
の
あ
る
べ
き
姿
を
『
知

の
発
信
』
と
し
て
提
示
し
て

い
く
こ
と
は
、
大
学
に
課
せ

ら
れ
た
ミ
ッ
シ

ョ
ン
だ
」

日
髙
学
長
は
大
学
の
社
会

的
使
命
、
専
修
大
学
の
建
学

の
精
神
か
ら
読
み
取
る
理
念

を
、
学
生
た
ち
に
時
折
問
い

か
け
な
が
ら
語
っ
た
。

講
義
を
聴
い
た
法
学
部
の

女
子
１
年
次
生
は
「
大
学
で

の
学
び
が
社
会
に
出
て
役
に

立
つ
と
は
、
考
え
た
こ
と
が

な
か
っ
た
。
４
年
間
か
け

て
、
将
来
へ
の
道
を
み
つ
け

た
い
」
と
話
す
。

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
同
講

義
は
、
今
年
度
は
１
年
次
生

の
割
合
が
多
く
、
受
講
者
９７

人
の
う
ち
３９
人
。
歴
史
学
、

経
済
学
、
法
学
、ス
ポ
ー
ツ
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
教
員
ら
が
講
義
を

す
る
。
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

も
後
期
授
業
と
し
て
開
設

し
、
５
時
限
開
講
で
二
部
学

生
に
も
受
講
で
き
る
よ
う
に

し
た
。

川
崎
市
と
専
修
大
学
の
連

携
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ビ
ジ
ネ
ス
の
担
い
手
を
育

成
す
る
「
Ｋ
Ｓ
（
川
崎
・
専

修
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ

ネ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の
第

２
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
ま
っ

た
。

２
期
生
は
、
２５
歳
か
ら
６８

歳
ま
で
の
３０
人
。
会
社
員
、

主
婦
、
市
民
活
動
に
携
わ
っ

て
き
た
経
験
者
、
米
国
Ｍ
Ｂ

Ａ
取
得
者
な
ど
多
彩
な
分
野

か
ら
参
加
し
て
い
る
。

今
後
３
カ
月

間
、
大
学
院
レ

ベ
ル
の
講
義
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特
定

非
営
利
法
人
）

の
現
場
体
験
を

通
じ
て
環
境
、

子
育
て
、
介
護

な
ど
を
取
り
巻

く
地
域
の
課
題

を
解
決
す
る
専
門
能
力
を
身

に
つ
け
る
。

５
月
８
日
、
専
修
大
学
サ

テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の

１
回
目
の
講
座
の
前
に
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行

わ
れ
、
同
ア
カ
デ
ミ
ー
長
の

徳
田
賢
二
経
済
学
部
教
授
が

あ
い
さ
つ
。

「
本
講
座
は
、
座
学
と
現

場
の
両
面
か
ら
学
ぶ
こ
と
で

実
践
力
が
身
に
つ
く
。
こ
こ

で
得
た
知
識
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
、
地
域
づ
く
り
の
活
動

に
生
か
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

君
嶋
武
胤
・
川
崎
産
業
振

興
財
団
理
事
長
（
同
ア
カ
デ

ミ
ー
特
別
顧
問
）
の
特
別
講

演
、
第
１
期
修
了
生
代
表
に

よ
る
祝
辞
の
あ
と
、
池
本
正

純
経
営
学
部
教
授
ら
の
講
義

が
行
わ
れ
た
。

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
文
部

科
学
省
の
「
社
会
人
の
学
び

直
し
ニ
ー
ズ
対
応
教
育
推
進

プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
採
択
さ
れ
、

昨
年
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

第
１
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ

れ
た
。

神
奈
川
県
の
女
性
の
受
講

生
は
「
介
護
体
験
や
技
術

を
、
地
域
に
生
か
し
た
い
と

思
っ
て
受
講
し
ま
し
た
。
実

践
的
な
講
義
な
の
で
今
後
が

楽
し
み
で
す
」
と
意
欲
的
に

語
っ
た
。

今
年
度
よ
り
、
「
育
友
会

奨
学
生
」
制
度
が
新
設
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
奨
学
金
は
一
部
（
昼

間
部
）
在
学
生
で
、
学
費
の

工
面
に
つ
い
て
努
力
を
行
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
費

の
納
入
が
困
難
で
あ
り
、
継

続
し
て
在
学
を
強
く
希
望
す

る
学
生
が
対
象
と
な
り
ま

す
。詳

細
は
、
生
田
学
生
生
活

課
、
神
田
学
生
生
活
課
窓
口

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

大
学
史
資
料
課
は
、
本
学
大
学
史
の
研
究
論
文
や

資
・
史
料
を
収
載
す
る
「
専
修
大
学
史
紀
要
」
∥
写

真
∥
を
こ
の
ほ
ど
発
刊
し
た
。

創
刊
号
は
、
昨
年
度
の
授
業
「
日
本
の
大
学
史
の

な
か
の
専
修
大
学
」で
の
日
髙
義
博
学
長
の
講
義「
建

学
の
精
神
と
大
学

の
未
来
」
な
ど
が

収
め
ら
れ
て
い

る
。
希
望
者
は
☎

０３
（
３
２
６
５
）

５
８
７
９
ま
で
。

高大連携協定校の神奈川県立ひばりが丘高

校と、同県立栗原高校が再編統合され、４月

に開校した座間総合高校の新校歌録音に男声

合唱団・グリークラブが協力した＝写真。

昨年グリークラブが、県立海洋科学高校の

校歌を編曲したという本紙の記事を見て、開

設準備を担当していた教員から、協力依頼が

あったもの。５月９日、洗足学園音楽大学内

の「アンサンブルシティ・リハーサル室」で、

同校生徒といっしょに録音した音源は今後、

式典やスポーツ大会などで使用されることと

なっている。

＊詳細はホームページでご確認ください。

〔高校生対象〕

ＨＥＩＢ（ヒーブ）講座３０周年記念講演会

▶日時／場所＝６月２７日（土）１４時３０

分～１６時３０分、神田キャンパス▶基調講

演「生活者視点による女性経営者 ―人

の可能性と躍進―」レナ・ジャポン・イ

ンスティチュート代表取締役社長蟹瀬令

子氏▶対象＝女子高校生、高校教員を中

心に一般も可。

□問・□申エクステンションセンター事務課

☎０４４（９１１）１２６８

文学部英語英米文学科公開セミナー

「高校生のための英語学習法」

▶日時／場所＝７月１１日（土）、１８日

（土）＊どちらか１日だけの参加も可。

９時５０分～１２時３０分、生田キャンパス▶

内容＝「英会話の豆知識」「宮崎アニメ

で英語を楽しむ」など。

□問・□申学長室企画課☎０４４（９１１）１２５２

第４回高校生のための経営学実践講座

「夢をカタチにする挑戦～ステキなハン

バーガーショップをプロデュースしよう

！」

▶日時／場所＝７月１９日（日）１０時３０

分～１６時、神田キャンパス▶内容＝「こ

んな商品があったら、こんなお店があっ

たら」というアイデアをグループで提

案。協力：日本マクドナルド㈱。ランチ

にはハンバーガーを用意。

□問・□申教務課経営学部 ☎０４４（９１１）１２５６

〔一般の方へ〕

言語・文化研究センター

「ヨーロッパ芸術の魅力」

▶日時／場所＝７月５日（日）１３時３０

分～１７時、神田キャンパス▶講演「専修

大学西洋写本」「グレゴリオ聖歌」など。

東アジア世界史研究センター

「遣隋・遣唐留学生と日本文化」

▶日時／場所＝７月１１日（土）１３時～１８

時、生田キャンパス▶講演「日本中世史

研究からみた遣唐使」など。

□問・□申社会知性開発研究センター ☎０４４

（９１１）１３４７

第１２回自然科学研究所公開講演会

「地震災害の予測と対策」

▶日時／場所＝７月１８日（土）１４時～、

生田キャンパス▶講演「地震とその予

知」「地震災害を受けやすい土地、受け

にくい土地」など。▶申し込み不要

自然科学研究所 ☎０４４（９１１）０５８８

専
修
大
学
の
歴
史
や
建
学
の
理
念
を
学
ぶ
講
義

開
講
中

専
修
大
学
説
明
会

▲ 神田キャンパスであいさ

つする荒木敏夫副学長

▼ 学生に笑顔で問いかける日髙学長

「
社
会
に
役
立
つ
知
識
」

は
創
立
以
来
の
使
命

☆「
育
友
会
奨
学
生
」に
つ
い
て
☆

日
髙
学
長
が
第
１
回
講
義

座
間
総
合
高
校
の

校
歌
録
音
に
協
力

第
２
期「
Ｋ
Ｓ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

受
講
生
多
彩
な
分
野
か
ら

▲ あいさつをする徳田アカデミー長

川
崎
市
・
本
学

地
域
の
課
題
解
決
へ

▼ 祝辞を述べる日髙学長

「
創
立
８０
周
年
」を
祝
う

専修大学附属高等学校
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